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正
調
俚
謡　
日
和
吟
社
字
結
び
「
涼
・
風
」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡
日
和
吟
社
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結
び
「
涼
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風
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（
五
十
音
順
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七
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俳
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（
題
当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

（
五
十
音
順
）

（
五
十
音
順
）

猫
は
天
才
涼
し
い
場
所
を
探
し
ス
ヤ
ス
ヤ
夏
の
午
後　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

暑
い
毎
日
涼
し
い
部
屋
で
琴
音
響
か
せ
猛
練
習　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

吹
く
よ
涼
風
汗
ば
む
肌
に
つ
ら
い
作
業
を
癒
や
す
風　
　
　
　
　

井
戸
賀
龢
道

花
壇
作
り
の
休
憩
タ
イ
ム
香
り
和
な
ご
ま
す
初
夏
の
風　
　
　
　

上
野
八
千
代

気
圧
変
化
で
異
常
な
暑
さ
木
陰
求
め
て
涼
を
と
る　
　
　
　
　

   

小
薗
江
久
美

涼
を
求
め
て
玉
す
だ
れ
滝
今
は
家
族
で
懐
か
し
む　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

涼
味
た
っ
ぷ
り
小
皿
に
盛
っ
た
母
が
自
慢
の
胡
瓜
も
み　
　
　
　

篠
原
美
千
代

届
く
絵
手
紙
涼
風
見
え
る
「
ど
う
ぞ
元
気
で
」
夏
便
り　
　
　
　

関
根
秀
子

風
味
な
ん
ぞ
と
言
っ
て
は
お
れ
ぬ
買
え
て
一
息
古
古
古
米　
　
　

高
橋
一
歩

何
時
も
笑
顔
で
人
生
行
脚
向
い
風
に
も
負
け
ぬ
母　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

夏
の
猛
暑
に
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
音
と
涼
を
飲
み
込
む
か
き
ご
お
り　

塚
本
夏
雲

戦
後
八
十
年
続
け
よ
平
和
風
よ
世
界
を
駆
け
め
ぐ
れ　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

涼
し
音
色
の
風
鈴
さ
げ
る
祖
母
の
笑
顔
が
浮
か
ぶ
夏　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

朝
な
夕
な
の
涼
風
恋
し
風
情
消
え
ゆ
く
温
暖
化　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

霞
浦
に
あ
ち
こ
ち
釣
り
糸
垂
ら
し
背
に
涼
風
釣
り
日
和　
　
　
　

山
岡
亜
子

継
ぐ
手
な
い
田
を
仕
舞
う
と
決
め
た
覚
悟
ゆ
ら
す
な
青
田
風　
　

山
崎
笑
子

雨
は
ま
だ
し
も
風
吹
く
夜
は
心
細
さ
に
娘
呼
ぶ　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
泰
弘

核
を
も
て
核
撃
つ
夏
の
哀
し
さ
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

深
緑
の
鹿
島
神
宮
風
涼
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

陽
の
差
し
て
あ
わ
て
て
か
ぶ
る
麦
藁
帽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
幸
子

屋
台
よ
り
木
の
芽
田
楽
匂
ふ
路
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

蜩
の
声
に
慌
て
て
書
き
閉
じ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

星
祭
り
世
界
の
子
等
を
笑
顔
に
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

新
樹
ぬ
け
重
き
扉
の
無
言
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
尚
子

流
れ
落
つ
驟
雨
の
中
歴
史
聞
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
統
子

胡
瓜
漬
け
重
石
は
夫
の
手
を
借
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
崎
典
子

ミ
ス
タ
ー
は
遣
業
数
々
六
月
空　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
美
代
子

雨
あ
が
り
お
く
ら
の
花
の
は
な
や
か
さ　
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宮
和
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美浦知る・発見として、地域おこし協力隊目線で美浦村のことや活動のことを発信していきます美浦知る・発見として、地域おこし協力隊目線で美浦村のことや活動のことを発信していきます

の
美浦村地域おこし協力隊

松本 麻衣子
すすすすす

　美浦村といえば、やっぱり「お米」。
　去年、今年と、田植えに参加する中で、「釜戸
で炊いた新米を、霞ヶ浦を眺めながら青空の下
で食べたら格別だろう」と思い、今回「美浦を
歩いて地図にしよう！第３弾」を企画しました。

　旧木原小学校の校舎を、木原小クイズに挑戦
しながら自由に歩き回ったり、黒板にチョーク
で思い出や発見を落書きして楽しもう！その後
は、美浦産新米とおかずをみんなで味わおう！
クイズ正解上位者には、豪華おかず、またはデ
ザートの特典付きです。
　釜戸炊きの新米を味わえる貴重なこの機会、
ぜひ、ご家族やご友人とご参加ください。お待
ちしています！

最後に…私は２０２３年１０月に地域おこし協力隊
として着任し、今年９月で２年間の任期を終え
ます。
　本イベントは協力隊としての最後の活動とな
ります。終了後には、これまでの活動をふり返
るご挨拶の時間をいただきます。ご参加の皆さ
まと楽しい時間を過ごせたら嬉しいです！

美浦のいま「旧木原小＆美浦の新米を楽しもう！」美浦のいま「旧木原小＆美浦の新米を楽しもう！」美浦のいま「旧木原小＆美浦の新米を楽しもう！」


